企業・法人等との協働の森づくりによる二酸化炭素の吸収に
関する証明書交付要領
  第１　趣旨
この要領は、企業・法人等との協働の森づくりに関する指針第５に規定された「二酸化炭素の吸収に関する証明書（以下「証明書」という。）」を交付するため必要な事項を定めるものとする。
  第２　証明対象
この要領で証明の対象とする森林の整備活動とは、企業等が、熊本県が定めた企業・法人等との協働の森づくり（以下、「企業等の森づくり」という。）に関する指針に則り、熊本県内で実施する活動とする。
  第３　申請時期
　　第２に掲げる活動を行う企業等は、森林所有者等との協定締結後、県に別記様式にて証明申請書の提出を行うことができるものとする。
  第４　証明審査及び要件
　　知事は、提出された証明申請書を審査し、次の要件を満たしている場合、二酸化炭素吸収量を算定して証明するものとする。
（１）県内で実施する森林整備活動であること。
（２）実施する森林整備が適切であり、健全な森林として生育することが期待できるものであること。
２　知事は、必要に応じて、申請者の協力のもと、現地確認を行うことができるものとする。　
  第５　吸収量の算定
　１ヘクタール当たりの１年間の二酸化炭素吸収量の数値は、ＩＰＣＣガイドラインに準拠した次式に基づいて林齢別・樹種別に算定を行い、別表１とする。
　　二酸化炭素吸収量＝①成長量×②拡大係数×③容積密度×④炭素含有率
　　　　　　　　　　×⑤二酸化炭素換算係数
   　 ①成長量：森林１ｈａ当たりの１年間の幹材積の成長量（ｍ3/ha・年）
    　②拡大係数：幹材積を枝・葉・根を含む全体の体積に換算する係数
  　  ③容積密度：体積当たりの乾燥重量（ｔ/m3）
    　④炭素含有率：乾燥重量１トン当たりの炭素含有率（0.5）
   　 ⑤二酸化炭素変換係数：炭素量を二酸化炭素の重さに換算する係数（44/12）
２　１年間の二酸化炭素吸収量は、別表１の数値に申請証明書に記載された森林整備により、植樹、下刈及び間伐等がなされた森林面積を乗じて算定する。
３　証明書には、協定書に記載された期間内に吸収する二酸化炭素量の合計を記載するものとする。
   附則
  この要領は、平成２０年１２月２４日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別記様式
　
  　　熊本県知事　○○　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　 住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 株式会社名等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   代表者名
企業・法人等との協働の森づくりによる二酸化炭素の吸収に関する証明申請書
　平成○～○年度に、下記のとおり実施予定の森林整備活動による二酸化炭素吸収量の証明を申請します。
記
　１　森林整備等の場所
　２　森林整備の内容等
                                                                （単位：ｈａ）
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        ※１：面積は、小数点以下２桁まで記入 
　　　　※２：樹種は、スギ、ヒノキ、広葉樹のいずれかを記入
 ３　添付書類
 （１） 面積を確認できる測量図面等
 （２） 現地の写真
 （３） 協定書に添付した活動計画書等
